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日本の獣医核医学の父が語る核医学への期待 

The pioneer in Japanese veterinary nuclear medicine comments  
about the expectations for nuclear medicine. 

北里大学獣医学部*1 名誉教授 
○伊藤 伸彦*1 

(ITO, Nobuhiko*1) 
 
私の大学入学は戦後 20 年が経った時で、急速に日本経済が発展した時期であったが、当時、家庭動

物としてのイヌの多くは屋外で飼育されており、病気になっても動物病院に連れていかれる動物は多く

なかった。それから 10 年ほどで日本人の生活は大きく変化し、飼育動物は家の中で家族と一緒に暮ら

し、体調が悪ければ動物病院に連れていくことは常識となり、まさに飼育動物は家族の一員になった。 
経済の発展と並行して医療技術も大きく進歩したが、そのことを知る飼い主は多く、動物病院であっ

ても高度な獣医療技術を望む飼い主は多く、一部の動物病院では CT や MRI 装置を導入するようにな

り、獣医大学の教育も急速に変化していった。心臓血管外科などの獣医療技術も急速に発展したので、

獣医放射線学教育では様々な X線装置等の安全利用教育を行ったが、数％ではあるものの卒後に国外に

出る学生もおり、すでに海外では一般的だった核医学に関する教育も避けて通れないと考えた。また当

時、所属研究室の研究テーマとして、アクチバブルトレーサー法を用いた馬の血液量の測定などの研究

を実施していたが、核医学の代替手段としては感度が劣り、手間も多くなるため、欧米で普通に実施で

きる獣医核医学が日本ではなぜ行えないのか不満に思っていた。また、中央競馬会との共同研究を数年

間行ったため、四肢の炎症や微小骨折の診断には、欧米だけでなくドバイや香港でもシンチグラフィが

実施されているのに日本では行えないことを知った。しかし、当時の一般人の感覚としては、放射性薬

剤を動物に投与するというのは実験動物くらいしかイメージがなく、動物は放射性廃棄物として処分さ

れるのが当たり前という感覚であったと思う。法的な整備がなければ獣医核医学は実現できないことは

明らかだが、一人ではなにもできないので、まず、元東大獣医外科学の竹内啓先生に相談を持ち掛けた

ところ、獣医大学の放射線学教育担当の教員方に声をかけてくださり、「獣医放射線学教育研究会」を立

ち上げ活動を開始した。並行して日本アイソトープ協会に協力をお願いしたところ、全面的な協力を快

諾してくださり、学術組織ライフサイエンス部会に獣医核医学専門委員会が設置され、医学、薬学、放

射線防護等の専門家が組織的にかかわってくださり、調査が開始された。数年後には農林水産省が組織

的に関与してくださり、最終的には文部科学省の放射線審議会で検討が行われ、2009 年 2 月に放射線

障害防止法（当時名称）と獣医療法の省令等が改正され獣医療における核医学が実現した。行動を開始

してから約 10 年を要したが、これには、農林水産省、文部科学省、日本アイソトープ協会、日本学術

会議、日本獣医学会、日本獣医師会、日本メジフィジックス（株）、そして獣医系大学の先生方など、多

くの人たちの熱いご支援がなければなしえなかったと思う。そして、法的な整備のスケジュールが見え

ていたため、2009 年 3 月に新築された北里大学獣医学部小動物診療センターで高エネルギーX 線治療

や PET 検査がスタートした。また、昨年から中央競馬会で馬のシンチグラフィーが始まった。 
多くの方々の力で獣医核医学が実現したが、残念なことが一つある。それは核医学治療が認められな

かったことである。いかに診断法が優れていても治療が伴わなければ飼い主は満足できない。 
獣医核医学が始まって 17 年が経ったが、その間に I-131 のような気化しやすく半減期の長い核種で

はなく、At-211 のような短寿命でα線のみを出すような核種の開発も進んでいる。今後は有用で新しい

核種の利用が認められ、若い先生たちが獣医核医学をさらに発展させることを期待している。 
 

*1  Emeritus Professor, Kitasato University, School of Veterinary Medicine. 
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